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　桜前線が北上し，今年も卒業・入学シーズンを迎えまし
た．毎年，有為の若者を迎え，修了者を世に出すという活
発な代謝が，大学の活力の源であり，また大きな魅力でも
あります．しかしながら，我が国では，宮路貫一先生（財
団法人・衛星通信教育進行協会理事長）が巻頭言で御指摘
されているような，“少子化”問題が大きく取り上げられて
います．これは，国家レベルで代謝のバランスが傾いたこ
とを意味し，将来の大学運営基盤に少なからぬ影響を与え
るものと予想されています．その修復に向けて，多方面か
らの対策が講じられているようですが，問題の性質上，特
効薬は容易には見つからないようです．先生が御指摘のよ
うに，人間愛に基づき，巾広い心をもって子供を育ててい
こうという姿勢を持つことが，一見遠回りのようで，実は
最も確実で有効な対策であるのかも知れません．
　今月は，原著論文8遍，症例報告1例，臨床懇話会記録，
内分泌代謝研究会，血液研究会報告を頂きました．東京医
科大学雑誌，研究会のレベルも，近年一段と向上しつつあ
るように思われます．また，「難病治療研究センター」が動
きだし，東京医大から世界に向けての情報発信の基盤整備
が進行中です．今後に期待したいと思います．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（水口　純一・郎　記）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事会（要旨）
1．臨床懇話会の開催報告および予定の報告あった．
2．編集の状況ならびに予定について報告があり，編集の仕
　方について次のことを討議した．
　　業績集に掲載する「原著」の取り扱いについて討論し
　たが結論に達せず，懸案事項とした．
　　英語論文にやむを得ず副題を付ける場合は，本題と副
　題の間をコロン（：）で表わすこととした．
　　論文中の数字及び記号の用い方について次の様に統一
　することとした．
　　　　　　　1＞1）＞O，　：〉；
（平成11年1月）
　　医学会総会における一般演題の抄録は雑誌の体裁を整
　えるため，演題申し込み者全員に抄録と共にフロッピー
　ディスクを添えて提出させることとした．
3．継続審議になっている基金の活用方法について，選考委
　員会の構城及び選考方法について種々討議した結果，次
　のことが決まった．尚，委員及び推薦者等については林
　選考委員長に一任し，更に継続審議することとした．
　　投稿論文奨励賞　1件　20万円
　　医学会奨励賞　　1件　10万円
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